
 桑野地域公民館だより 

 

 

 

 

      令和８年度 公民館職員です       1年間どうぞよろしくお願いします。 
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地域の皆様、利用者の皆様の「学び」と「笑顔」を全力でサポートします！ 

 皆さま、こんにちは！ 桑野地域公民館です。 

 今年度は、社会教育指導員に新しい職員を加え、元気いっぱいに活動を開始いたしました。 

 「何か新しいことを始めてみたい」「地域の仲間を増やしたい」「困りごとを相談したい」……そん

な皆さまの想いに寄り添い、フットワーク軽くサポートさせていただきます。 

 当館が、皆さまにとって「いつでも気軽に立ち寄れる、居心地の良い場所」となるよう、職員一同、

笑顔でお待ちしております。 

 地域の行事や講座で見かけましたら、ぜひお気軽に声をかけてください 

  

桑野地域公民館、いま、力を入れて取り組んでいることは・・・ 

1. 「学び」を通じた自分づくり（生涯学習の拠点） 

学びを通じて人生を豊かにするきっかけを作ります。 

・ 役割： 高齢者の生きがいづくり、子育て世代のスキルアップ、子どもの体験活動などを充実させます。 

・ ポイント： 「教える・教わる」だけでなく、参加者が主役となって自ら企画・運営する形を支援します。 

2. 「交流」を通じた仲間づくり（居場所の拠点） 

希薄化する人間関係をつなぎ直し、孤独や孤立を防ぐ役割 

・ 役割： 趣味のサークル活動、多世代が交流するイベント、ふらっと立ち寄れる部屋の開放。 

・ ポイント： 「あそこに行けば誰かに会える」という安心感（サードプレイス）を提供します！ 

3. 「課題解決」を通じた地域づくり（自治の拠点） 

地域が抱えるリアルな悩み（担い手不足、防災、福祉など）を、住民自らが解決するプロセスを支えます。 

・ 役割： 地域住民の話し合いの場の提供、情報の集約と発信に努めます。 

・ ポイント： 地域住民の「困った」を「どう解決するか」一緒に考える伴走者となります。 

4. 「つなぎ役」としてのネットワーク構築（連携の拠点） 

地域にある様々な資源（人・組織・モノ）を結びつけます。 

・ 役割： 町内会、PTA、ボランティア団体、NPO、子ども会、学校、行政をつなぐパイプ役。 

・ ポイント： 公民館職員が「コーディネーター」として、活動している団体を共通の目的で引き合わせること

をお手伝いします。 

 

桑野地域・桑野公民館に関するクイズ！ 

今月からの新コーナー！ 私たち桑野のまち、桑野地域公民館をクイズにしました。正解者の中から抽選で３

名様に、公民館特製ノベルティを差し上げます。 

• 応募方法： 公民館窓口にある専用ボックスに「答え・氏名・連絡先・ペンネーム・今月の公民館だよ

りの感想」を書いて応募してください。 

• 締切： ５月１６日（土）必着 
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新企画 



• 発表： 次号の紙面にてペンネームで発表します！  皆さんの挑戦、お待ちしています！ 

それでは、問題です！ 

  

Q１「桑野公民館のシンボルツリー(木)は、次のうちどれでしょうか？ 

                       ① 桜の木   ② 桑の木   ③ イチョウの木 

 

Q２「桑野公民館のキャラクター、くわたん＆くわぽんは、男兄弟です。 

            やさしい長男の名前は（         ） やんちゃな次男の名前は（          ） 

 

今後の企画予定 

〇 お便り・川柳コーナー： 季節のテーマに沿った川柳や、地域への想いを募集。採用されたら誌面に掲 

載します！ 

〇 わが家のペット・自慢の庭： 住民から写真を募集するコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みつけたらよんでみよう おすすめの絵本   

筆：たかみや みちこ 

 

１００円たんけん 

さく：中川 ひろたか え：岡田 よしろう 

 

 いまは、ふつうにおかねをつかっているけど、 

おかねができるまえは、ものとものをこうかんしていたらしい。おかねが

はつめいされて、ものをみせあわなくても、ほしいものはおかねとこうか

んすればよくなったとおかあさんがおしえてくれた・・・ 

 「ねえ、おかあさん！ちょっとたんけんしてみない？１００円がなにとこう

かんできるかしらべるの！」「おもしろそうね、じゃ、しょうてんがいにいっ

てみる？」 

「１００円たんけん、しゅっぱーつ！」 

 

 １００円ショップでは「これがたったの１００円？」と、なればレジにもって

いくけど、「これが１００円もするの？」となるとレジにはもっていきませ

ん。 

お客さんはひとつひとつ、その値段に 

見合っているかどうかを考えて買って 

います。 

こどもたちにとってもお金は身近な 

存在です。 

そのお金の大切さや価値を分かり 

やすく学べるたのしい絵本となっています。 

 ぜひ、みつけたらよんでみてください。 

 

 

 

4コマ漫画コーナー 

     担当：渡部 義勝 

 


